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森 須 美子(生産環境整備学講座 濯 漑排水学分野)

I.目的  水 田には食糧 の生産基盤 と しての役割以外 に も多様 な公益的機 能がある

が、なかで も近年、生物多様性の保全的機能が重要視 され るよ うになつてきている。
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田の生態系に与える影響について調査 ・研究を行 つた。

正.調査地 区概要 (巣 南町)宮田地区 と十八条地区において、栽培方法の異なる湛水

移植栽培圃場 11筆 、乾田直播栽培圃場 12筆 の計 23筆 の水 田及び農業用用排水路

において調査を行 つた.巣 南町 には 3本 の河川が流れてお り、宮 田地区は根尾川 を

取水|口j川、犀川を排水河川 とし、
一方、十八条地区は犀川 を取水河川 、五六川 を排

水河川 としている.llffl地区 とも取排水にポンプ等は使用 していない。(谷扱村 )休 耕

田を利用 した迎 11施設を含む水 田ビオ トープが設 け られている。 ここでは年間 を通

じて生態系の保
/↑:が図 られているc

里辺愛畳 (巣南町 )非i艇滋期 において水が存在 してい る水路で、水の流入経路、水生

生物の生′母、状況、水質(pH、 EC、 水温、亜硝駿態窒素、アンモエア態窒素)の測定を

行つた.耀 漑期 に十よ、乾距1直播栽培水 田 ・湛水移植栽培水 田の排水路で魚 キラー ・

4つ 手網 を使用 しての捕獲調査、水深、流速、水温、pH、 ECの 計測 を行 った。 ま

た、中 iiし期間中の「刊面における水域の有無、生物の死骸数の調査を行 つた。(谷汲

豊 水田 ビオ ト
ーブに遡 上す る生物の種類 と数量を観測 し、生態系 との関わ りについ

て検討 した。

IV.結果及び考察  (巣 南町)非濯漑期における水質調査の結果、アンモニア態窒素が

水生生物の生思に とつて危険な値 を示 した。 しか し、水質が悪い水路で も水生生物

の生フロ、が確認で きた ことか ら、非濯漑期では水質 よ りも水の有無が優先 され ること

がわかるこ取排水河川 と地区内での生物種 を比較 した結果、宮 田地区では取水河川、

十七条地区では取排水河川 由来の ものであることが確認 された。宮田地区は一年を

通 して排水路 と落水 口との落差が大 きいため生物が排水路か ら水 田内へ進入す るこ

とができなかった と考え られ る。十八条地区では取水河川か らの距離 が長いために

取水河川 との生態的な繋が りは弱いが、濯漑期間中の排水路水位 が高いために排水

路か ら水 田へ進入 し繁殖す ることが 可能であつた と考 えられ る。栽培方法の違いが

生態系に及ぼす影響は確認 できなかった。以上の結果か ら、栽培方法の多様化が水

田の生態系に与える影響は ごくわずかなものであるのに対 し、用排分離 による水 田

と取排水河川 ・水路のネ ッ
rトヮ_ク 寸断の問題 は今後改善 されていかなければな ら

ない。(谷汲村)水田ビオ トープには 11種 の生物の遡上が確認 されてお り、生物の生

思密度 も高い。 この ことか ら、水 田を利用す る生物は常に一定量の水が供給 され、

水田と取排水河川及び水路間を行 き来できるよ うな環境 を好んでいる と考えられ る。

今後、地区内に体耕 田を利用 した このよ うな環境 を創 つてい くことが重要である。
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